
①授業の事実から、教師が学べることを
共有する

②教科横断的な視点から授業改善に向けた
取組を互いに提言し合う

1

研究授業 協議会を通して

目的



１ 協議会の流れ、時間、形態の確認 (10分)

２ グループ協議 (35分)

① 拡大学習指導案に付箋を貼り授業の事実を可視化

② ①を基に、授業の事実から学べることを協議

③ ②を整理し、「提言」をまとめる

３ 全体協議 (25分)

① 各グループからの発表・共有
② ①についての協議

４ まとめ (10分)

① 授業者からのコメント
② 指導・助言・講評

５ 省察 (10分)

２

研修の
流れ



① 拡大学習指導案に付箋を貼り授業の事実を可視化

○時○分

学びが深まっ
ていた所

○時○分

学びが停滞し
ていた所

●児童・生徒を主語にして、学びの
具体的な姿を記述する
→児童・生徒を主体として授業を観
察していくため

●時刻を記入する
→どの場面での学びの姿かを明確
にするため

３

グループ
協議



② 内容と観点を焦点化し、何が学べるかを協議する

協議の内容

・付箋が集中している所

・水色と黄色が混在
している所

４

グループ
協議



② 内容と観点を焦点化し、何が学べるかを協議する

協議の観点（例）

・学びを深めた要因
学びを停滞させた要因は何か

・教師の手立ての有効だった
内容とその要因
教師の手立ての不足していた
内容とその要因は何か

↓
考えられる代案を検討する

５

グループ
協議



③ 協議されたことを整理し、「提言」をまとめる

「提言」

・全教科に共通する汎用的な内容や
言葉で整理する。

・授業改善（単元構成・本時展開も
含む）に向けて必要だと思われる
視点や考えていくべき事柄、取組が
何かを明確にしてまとめる。

例えば

教科や学年に特化した課
題については、「提言」で
はなく、教科会、学年会
での検討事項とする。

６

（国語科の授業の事実）
文章に書かれた内容と、添付のグラフか
ら読み取ったことを結びつけて考えること
に慣れておらず、十分な説明をすること
ができていなかった。

（提言）
複数の資料を関連付けて考察して
いくような学習を多く取り入れることで、
「比較し関連づける」という思考力が
育まれるのではないか。

グループ
協議



○授業者からのコメント
○○ ○○○ 教諭

○指導・助言・講評 等
○○ ○○○指導主事

７

まとめ



省察の視点

研修の目的

①授業の事実から、教師が学べることを
共有する

②教科横断的な視点から授業改善に向けた取組
を互いに提言し合う

８

自分自身が明日から取り組むべき授業の改善点は何か

省察


